
財産調査システムの利用における個人情報の流れ (資料４９－１）

【LGWAN回線】
①国保標準システムより
照会データを作成し、イ
ントラPCに保存

②照会データを送信

⑤各サービスの運用端末に
照会データをダウンロード

⑥口座有無、取引
詳細調査

【専用回線】

⑦各サービスの運用端
末から回答データを
アップロード

・通信暗号化 ・通信暗号化

国保標準
システム

イントラPC
（財産調査
システムへの
アクセス専用）

新宿区（医療保険年金課） 各金融機関
財産調査システム

・DAIS（提供事業者：SocioFuture㈱※１）
・pipitLINQ（提供事業者：㈱NTTデータ・
アイ※２）

③照会データを受信

・ウィルス感染の防止
・不正な通信の検知・
分析・遮断
・ネットワーク機器の制
限及びアクセスの制御
・外部記録媒体の接続
不可
・定められた期日での調
査・回答データの削除

・ID/パスワード認証
・専用端末に一時保存し
た照会データは、調
査終了後、削除する

⑧回答データを送信

⑨回答データを受信

⑪イントラPCで取得した

回答データを、滞納整理
事務に活用。

⑩回答データを送信

・ウィルス感染の防止
・不正な通信の検知・
分析・遮断
・ネットワーク機器の制
限及びアクセスの制御
・外部記録媒体の接続
不可
・定められた期日での照
会・回答データの削除

ＦＷ

ＦＷ

※１ DAIS：地方銀行系
※２ pipitLINQ：都市銀行系

イントラPC
（財産調査
システムへの
アクセス専用）

④照会データを
各金融機関に送信

ＦＷ

ＦＷ

滞納整理
事務


